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編集後記

　今号は、筑波大学で 30年以上にわたり研究・教育を続けられてきた常
木晃先生のご退職記念号としました。思えば、常木先生が講師として筑波
大学に着任されたのは 1992年、私が筑波大学第一学群人文学類に入学し
た年です。以来、常木先生の研究に触発され、私自身も西アジアの考古学
を研究する道を歩んできました。出会いの大切さを実感するとともに、多
くの後学に研究の道を開いてくださった常木先生の偉大さにあらためて敬
服するばかりです。
　研究業績の数値化が重視されるなか、数値評価に反映されない紀要論文
の価値が問われています。しかしながら、若い世代にとっての研究成果発
表の場として、また投稿から出版までの期間が短い速報性のある媒体とし
て、紀要ならではの価値を蔑ろにしてはいけないと考えます。今号も、大
学院生の大村さん、大沼さんによる論考、ポスドクの村串さんによる論考、
昨年度卒業生の平澤さんによる論考と、紀要ならではの意義あるライン
ナップを実現できたと思います。また、調査研究報告として、大学院生の
荒井さんを中心に「つくば市甲山古墳の研究」がまとめられました。甲山
古墳の研究は、昨年度刊行の本誌第 30号に掲載した「調査報告編」で大
変好評をいただいております。今号の「考察編」も合わせて通読いただけ
ればと思います。
　なお、今号の編集作業は、荒井啓汰さんおよび大村陸さんの尽力により
首尾良く進捗し、期日通りの刊行を迎えることができました。記して感謝
いたします。

（O.M.）
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